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日韓友好の絆を強く！

補正予算で子育て・教育施策を補強！
　いじめ・不登校対策のための学校体制強化など、公明党の要望を反
映した重要な議案を多数上程。特に、妊産婦検診費用の支援拡大につ
いては、指定都市平均を大きく下回る横浜の公費負担を早急に引き上
げるよう、公明・自民党市議員団連名で市長への要望を行っていたも
のです。

　「2024横浜韓日にぎわい祭り」に駐横浜大韓民国総領事館の招待で出席。開会式
で総領事から「政治情勢に左右されない市民レベルの交流を」との決意。来年は国交
回復60周年です。複数のパートナー都市提携も結び韓国に一番近い都市・横浜も、
友好交流を推進していきます。

新たな所属委員会が決定
第2回定例会では新年度の各委員会委員の選任も行われ、私も以下任命を頂きました。
◆ 常任委員会「こども青少年・教育委員会」委員
◆「大都市行財政制度特別委員会」副委員長

第２回定例会を開催横浜市会
令和６年 5月20日（月）～6月5日（水）まで

▲公明・自民党市議員団で市長へ要望（4月25日）

▲日韓議員連盟の会長を務める菅義偉・
　前総理も祝辞（5月18日）

　私が委員長を務めた減災対策推進特別委員会では、昨年一年間の議論・研究を
踏まえて、地域コミュニティの活性化と関係強化、災害弱者の情報含めた地域の実
情把握など、横浜市のさらなる取組を求める報告書を提出。全国で大きな地震が
頻発し、防災への関心が高まっているこの機を捉え、取組の前進を図ります。

災害弱者を守る取組をさらに！

《決定した主な施策》
●妊婦健康診査の公費負担を拡充し、妊婦の経済負担を軽減
　・ 現状の助成額82,700円（補助券）に加えて＋50,000円を現金支給
　・ 横浜市内に住民登録があり、令和6年4月1日以降に妊婦健診を
　　1回以上受診した方を対象
　・ 横浜市子育て応援サイト・アプリ（6月末配信予定）からも申請可能に
●いじめ再発防止へ学校体制を強化

6月5日の本会議で議決

⇒スクールカウンセラー配置を拡充
　9月から順次、現状の160名に＋50名を追
加配置し、市立中高・高等特別支援学校への
配置日数を倍増。

⇒教室外登校（校内ハートフル）を全中学校で実施へ
　令和2年度にスタート。今年度80校まで拡充し、来年
度中に全146校での実施を目指すとしていた目標を前
倒しします。
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政務活動最前線

市民の皆さまと共に短信

５月３日、ヨコハマパレード

各種団体の総会へ

金沢区の課題と希望を語る

　晴れ渡る空の下、沿道を埋め
尽くす皆さまと笑顔を交わしな
がらの楽しい行進を行いました。

　金沢美術協会では、デジ
タル技術を活用した広報
強化に取組むなど、意欲的
な改革金沢区に着手して
います。（4月24日）

　行政書士会磯子・金沢支部
の懇親会では、更なる連携を約
し和やかな交流。（5月16日）

　5月16日、金沢シーサイドFMの
番組ゲストにお呼び頂き、パーソナ
リティの小林さんのリードで、市会
議員としてのこれまでの取組み、金
沢区の課題と展望などを語らせて
頂きました！

　4月28日は六浦東成人ソフトボールのシーズン開会式、
29日は金沢シーサイドタウンの自治会対抗のグランドゴ
ルフ大会。穏やかな晴天の空の下、和やかな交流戦が展開
されました。

賑わいのゴールデンウイーク

　5月15日、JALと横浜市の連携協定による事業。市内で初めて家庭からの廃食油
回収ボックスを設置したイオンフードスタイル鴨居店を訪問。回収状況や工夫、今後
の展開について関係者から聴取。資源の有効利用、環境負荷低減へ、さらに浸透を
図ります。

使用済み食用油を航空燃料へ！

　5月13日、災害と男女共同参画研修推進センターの浅野幸子
共同代表を迎えての勉強会を開催。阪神淡路から東日本、熊本、本
年の能登半島地震まで、各地でのボランティア経験と長年の研究
を踏まえて、支援や備えの質向上に向けた、多角的な視点を教示
頂きました。

災害対策の「質」向上へ

　5月9日、公明党市議団で横浜市歯科保険医療センターを訪問。障害特性に
より一般歯科での治療が難しい患者を一手に引き受ける同センターですが、
人口規模に対して圧倒的に不足する施設・機材・人材・予算など、深刻な課題
を伺いました。早期の改善へ、議会として力を尽くします。

障害児者の歯科医療の課題

　5月9日、横浜市立大学・宮﨑智之教授を中心に進める、生きづ
らさを感じる若者が抱える心の課題の包括的研究、メタバース等
などを活用した課題解決への取組みの現在地と展望について受
講。「心を大切にする文化を醸成したい」という根本の問題関心に
深い感銘を受けました。

若者の生きづらさ解消へ


